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これまで can 及び can’t の音声に関して様々な点から研究が行われてきた。本発表では、それらの研究を

振り返りつつ、can 及び can’tの発音指導法を提案する。英語の法動詞 canは頻繁に使用される法動詞の 1 つ

であり、その否定の縮約形 can’t も同様であるが、その原形の cannot は会話ではあまり使用されない(大井

川, 2021)。通訳現場・訓練において can 及び can’t の聞き分けに困ることがあるという報告もあり(Takahashi 

& Ooigawa, 2012)、その適切な指導法は必要であると考えられる。 

can’tには少なくとも英国系と北米系の 2種類の発音が存在するが(e.g. Wells, 2008)、日本の英語教育では

広く北米系英語の発音が教えられていると考えられる(大井川, 2018)。can 及び can’t に特化した発音指導に

応用可能な聞き取りに関する指導としては、can は弱形、can’t は強形として発音されることが多く can’t の

/t/は[t]として発音されないことが多いため(大井川, 2020, 2021)、一般的に強勢がある場合は can’t、ない場合

は can という指導がなされていると考えられる(e.g. 小川, 2009, p. 19)。しかしながら、can は文末などで強

形として発音されることもある(Collins & Mees, 2008, p. 20; Ooigawa, 2014; 大井川, 2021)。他に発音指導とし

て、後続語との強勢の有無の組み合わせで発音し分けるという方法も提案されているが(Cook, 2012, p. 37)、

can や can’t は後続語を伴わないこともある(e.g. Ooigawa, 2014)。 

Ooigawa (2018)では canには音節末の子音として明瞭で長い鼻子音が存在し、一方 can’t には全く鼻子音が

存在せず鼻音化母音のみであるか短い鼻子音を伴うとされており、これはコーパス分析においても確認さ

れた(大井川, 2020)。これらの研究成果を踏まえつつ、現段階で考えうる最も有効な can 及び can’t の発音指

導としては、以下に示すように、can では鼻子音（特に[n]）を強調する発音指導法と can’t では反対に鼻子

音を強調せず、鼻音化母音として発音する指導法を提案する。 

 

can [kʰæn] キャンヌ → キャン（ヌ） 

can’t  [kʰæ̃] キャ！ → キャン！  

[kʰɑ̃] カ！ → カン！ 
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